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1．はじめに

1.1　過去の研究の振り返り

昨年度は多様化する働き方のトレンドの中から、組織の生

産性に関連するウェルビーイング及び多様性に注目し、それ

らを促進する施策として昨今取り組みが増加している副業や

兼業などの「越境」を取り上げ、定量と定性の視点から今後

の「働く」を捉えるべく研究を行った。研究を通じて、副業

や兼業などの活動は収入の確保や増加、ワークエンゲージメ

ントの向上など個人のウェルビーイングに寄与するだけでな

く、そこでの活動で得たナレッジの還元やワークエンゲージ

メントのチームへの伝播など、組織にも寄与することが示唆

された。またその実現には組織からの後押し（制度的支援

等）も重要であり、ウェルビーイングの向上は個人だけでは

なく組織として共に取り組むべき課題であることを示した。

1.2　本年度の研究テーマの設定

前述の越境に限らず個人のウェルビーイングを実現する為

には組織としての取り組みは重要であり、経済産業省（2022）

からも企業の持続的な成長の為にウェルビーイングの戦略的

な推進の重要性が謳われている。このような社会的背景から
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内企業は年々増加しているが、企業としてはウェルビーイン

グの向上と共にウェルドゥーイング（生産性・収益性）の向

上を図ることが最終的に目指すべきところである。石川

（2020）の研究からもウェルビーイングの高い企業はウェル

ドゥーイングも高いことが示されているが、オフィスにおけ

るウェルビーイングに対する施策がウェルドゥーイングにど

のように寄与するかなど関係性を検証した事例は少ない。そ

こで本年度は実際にウェルビーイングの向上に取り組む企業

のオフィスを調査し、どのような取り組みが行われているの

か、またそれらは社員のウェルドゥーイングにどのように寄

与しているのかなどを調査することで、現代のウェルビーイ

ング施策の分析、これからのウェルビーイング施策のあり方

について考察する。

2．事例調査

2.1　調査概要

ウェルビーイングに積極的に取り組む企業として「2024

年度第 37 回日経ニューオフィス賞」受賞オフィスを対象に

オフィス視察及び以下のインタビュー調査を行った。

・・オフィス企画／運営者へのインタビュー

方針、設計意図、運用方法、運用後の所感、など
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3）アルプスアルパイン株式会社

業種：電気機器／延床面積：23,684 ㎡／従業員数 1,400 人

「緑豊かな古川の地で、世界中の知と技術が融合・触発す

るイノベーションコア」を目指す姿とする。1 フロア 6,000m2

に技術者を集約、大きな吹抜け越しに多様な居場所がある自

由度の高い空間とすることで、仲間意識と帰属感を醸成し、

経営統合時に掲げたビジョンである「革新的 T 型企業」を

なぞらえたT型の働き方を促進する共創空間を実現したワー

クプレイス。

4）ネットワンシステムズ株式会社

業種：サービス業／延床面積：23,234 ㎡／従業員数 750 人

7F 建て倉庫を利活用した物流センターとオフィスが一体

化した施設。渓谷をイメージした吹き抜けを持ち、東西

100m/ 南北 40m、天井高 5.5m の広い空間をシームレスに人

が行き交い、様々な化学反応を起こす実証実験の場として設

立した。

・・オフィス利用者へのインタビュー

オフィスを利用しての感想、設計意図とのギャップ、など

2.2　調査対象

以下の 4 社に調査の協力を得ることができた。

1）日建設計コンストラクション・マネジメント株式会社

業種：建設／延床面積：818 ㎡／従業員数 86 人

「いきたくなる、おせっかいを」をコンセプトに、内装設

備のフルリニューアル、アート＆スタイリング、WELL 認証

取得、専任のコミュニティマネジャーの配置やコンシェル

ジュサービスを導入するなど、社内外のコミュニケーション

促進がハードとソフト両面から計画。大阪の「おせっかい文

化」を活かし、一人一人がプロフェッショナルとして、自律

的・選択的な働き方が出来るワークプレイスであり、従業員

エンゲージメントの向上とイノベーティブな活動を促進する

ことを目的としている。

2）株式会社丸天産業

業種：商社／延床面積：1,134 ㎡／従業員数 59 人

自社オフィスであると同時に、お客様とともにオフィスの

付加価値を考え実践し新たな可能性を育むことのできる器と

して、自社が提案するワークスタイルデザイン「お客様の働

き方をデザインする」を、新本社全体で体現したオフィス。

四季をコンセプトに、日々をともにするすべての人たちの

人生に花が咲き幸福の実がなることを願い、四季の変化を感

じ移動を楽しめるデザインとした。
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2023 年株式会社イトーキに入社。設計業務に従事し、首

都圏から東日本の案件を担当。また並行して働き方に関する

調査・研究を行っている。
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3．まとめ

今回は地域や規模が異なる企業を調査したが、ウェルビー

イングに関して共通した取り組み、またそれぞれの独自性が

見受けられた。ディスカッションを通して事例調査を行った

研究部会メンバーの所感と会場の皆様の意見を交えながら、

これからの組織におけるウェルビーイングとウェルドゥーイ

ングを考える上での示唆を提供することができれば幸いであ

る。
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